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 ７月に田島祇園祭を控えた南会津町では、現在着々と準備が進められています。南会津町中央公民館では、祭

礼の「おとうや行事」で男性の正装となる“裃(かみしも)”の着付け講座が開催されました。 

 
【先週のおさらい 自分で着物と裃を付けることで男性に着付けるときの感覚を体験 「着る」・「着せる」は全く違うそうです】 

 
【いよいよ着付け 手順を二人組で確認しながら、また“結び”の締め具合を聞きながら…「ゆるくない？」】 

                                  
【最大の難所“結び” ゆるいと着崩れに】   【たたみ方にも先人の知恵が…】 

 

 

 
【講師の先生】 村川 文江さん 

長丁場の祭礼では、どうしても後半の着崩れが心配です。着付けのできる方が少

なくなる中、次の世代の奥様方が着付けを担うことに…。男性陣に「かっこよく着こな

してほしい」という願いが講座になりました。また講座の中では「姿勢を良く」という

言葉が何度も登場します。裃に限らず、和装の基本とも言えるこの言葉に「凜」とし

た空気を感じました。地域の誇り田島祇園を継承するためにも、更に持続可能な仕

組みになっていくことを願いたいです。町内を和装で道行く人々の姿が増えるとい

いですね。 


